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　はじめまして。昨年 5 月、日本ファインセラミックス協会の専務理事に着任した岡野克弥と
申します。
　年頭に当たり、この場を借りて今後の我が国ファインセラミックス産業の歩む道などに思い
を巡らせたいと思います。世界の社会経済情勢について少し引いた視点から見てみると、以下
のようなことが言えるかと思います。私が言いたいのは、日本経済、捨てたものじゃないとい
うことです。
　我が国の経済は、戦後、実にさまざまな局面があったわけで、まずは朝鮮特需をきっか
けにした復興があり、その後 60 年代から70 年代前半までの高度経済成長期が到来します。
一瞬、石油ショックを挟み、ふたたび 80 年代にかけて自動車、電機を中心として大繁栄時代、
いわゆるバブル景気が訪れます。これらを通じた期間（経済成長率は大きいときで 10% 以上）
について考察すると、この繁栄をささえたのは「人口ボーナス期」※と重なります。

（※生産年齢人口が、それ以外（子供、高齢者）よりも 2 倍以上いる状態の時期）
　2000 年を過ぎたあたりからこの比率が２を下回った状態（少子高齢化による。現在も低
下中。）が続いており、それに伴い経済成長率はずっと低位となっています。すごく極端な物
言いをすれば、我が国景気の浮沈は、人口比率に左右されてきたというわけです。これに反
して、90 年代から中国、マレイシア、タイなどにも到来し、大きな経済発展を遂げています。
2020 年代からは遂にインドで始まっています。
　では、我が国経済は、バブル崩壊以降失われた 30 年と言われ続けているように、このあ
とも縮小（、あるいは衰退）するのでしょうか。その一方で、今後数十年にわたり GDP が世
界で 5 ～ 6 位を続けると予測されることから、日本経済のポテンシャルがいかに高いかとい
うことであり、むしろ人口構成が定常的に落ち着いていく中で、高効率な経済を実現していく
までの準備期間なのではないかとも思います（個人の見立て。あるいは期待です）。
　我が国が高度成長期から 90 年代頃までに世界を席巻してきた産業は、原料を輸入して組
み立てる加工組み立て型産業が多く、そのような産業は、現在は、発展を遂げた発展途上国が、
人口ボーナスの恩恵もあって担える時代となっています。
　しかしながら、ファインセラミックスをはじめとするマテリアルは、AI、バイオ、量子技術
や半導体、電池等といった国民生活の向上や複合的危機への対応において、幅広い分野に飛
躍的な技術の進展をもたらす各種機能の源泉であります。例えば、希少資源の代替や高度な
製造プロセスの開発によるマテリアル機能の最大化など。
　我が国のファインセラミックス産業は国内生産額が 4 兆円に達し、既に世界トップの 40％
のシェアを有する世界に冠たるものとなっています。既存の材料を加工し組み立てるだけの
産業ではなく、ファインセラミックスを活用してこれまでの製品よりも機能を格段に拡大する、
あるいは、誰にも思い付かなかった／これまでなかった製品を産み出す、といったことにより
高い付加価値の産業を創造することが大いに期待されます。
　これらの産業活動、技術力向上を支えているのは JFCC であり、そしてこれらの技術の活用、
振興を基盤としてファインセラミックス産業がより一層の発展を遂げるよう、私ども JFCA も
力を尽くしてまいりたいと思います。
　本年も、皆様にとって素晴らしき年となりますよう、お祈り申し上げます。
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事業報告

　10 月 9 日（木）、第 14 回目の「研究技術委員会」を開催しました。委員
長の ( 国研 ) 物質・材料研究機構 大橋直樹拠点長をはじめ、15 名の委員の方々
に参加していただきました。
　今年度は、以下の 3 件の研究について報告し、忌憚のないご指導、ご助
言をいただきました。

１）焼結型全固体電池用原料粉の開発と高度化
（材料技術研究所　主幹研究員　木村 禎一）

２）化学溶液法により作製した二次電池材料のナノ構造解析
（ナノ構造研究所　特任主任研究員　幾原 裕美）

３）プラズマ FIB-SEM による大領域高精細 3 次元構築
（ナノ構造研究所　上級技師　吉田 竜視）

　12 月 10 日（水）に、評議員の方へ
の第 14 回目の研究技術等報告会を開
催しました。東原敏昭会長をはじめ評
議員の方々 12 名に参加していただき
ました。
　以下の 2 件の研究トピックスについ
て報告し、忌憚のないご意見をいただ
きました。

１）透過電子顕微鏡を用いた全固体電池内部のイオン移動のオペランド観察
 （ナノ構造研究所　主任研究員　野村 優貴）

２）セラミックス製造プロセスインフォマティクスの現状と展望              （材料技術研究所　主幹研究員　木村 禎一）

　「独創的研究で社会変革に対応　～マテリアル新時代へ～」と題して、JFCC における当該分野での最先端の研究
開発の取り組みとして以下の内容で研究紹介をおこない、それぞれの講演に対して、質問およびコメントをいただ
きました。

 ● 第 17 回　8 月 28 日（木）　241 名参加
　１）インフォマティクスを活用したセラミックス材料研究ー課題設定と実施例ー

（材料技術研究所　主任研究員　村田 秀信）
　２）第一原理計算に基づくイオン伝導性材料の合理的設計                    （ナノ構造研究所　上級研究員　設樂 一希）

 ● 第 18 回　10 月 16 日（木）　150 名参加
　１）光学薄膜のナノ組織制御と省エネ・創エネへの展開                        （材料技術研究所　主席研究員　奥原 芳樹）
　２）STEM-EELS による Zn-MnO2 電池解析 〜充電条件による Mn 価数変化とエネルギー密度への影響〜

 （ナノ構造研究所　上級研究員　佐々木 祐生）

 ● 第 19 回　12 月 4 日（木）　257 名参加
　１）焼結による微細組織 / 形状変化シミュレーション技術                    （材料技術研究所　上級研究員　寺坂 宗太）
　２）接合領域の微細構造観察のための試料調製および観察技術
　　　　～金属 / 金属接合領域、酸化物 / 酸化物接合領域～                    （ナノ構造研究所　主席研究員　加藤 丈晴）

第 14 回 研究技術委員会の開催

第 14 回　研究技術等報告会の開催

第 17 回から第 19 回 JFCC 先端技術セミナーの開催
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事業報告

　10 月 30 日（木）に、JFCC、東京科学大学、名古屋工業大学、物質・材
料研究機構、産業技術総合研究所の五セラミックス研究機関合同講演会を産
業技術総合研究所　中部センターに於いて開催しました。今回の合同講演会
では、「ネットゼロ社会を見据えた次世代セラミックスと基盤技術」をテー
マに 10 件の講演が行われ、JFCC からは以下の２件の講演を行いました。

　11 月 21 日（金）に、ファインセラミックスセンターにおいて、愛知県内に拠点をもつ、ものづくり中小企業のパー
トナーであるあいち産業科学技術総合センター・名古屋市工業研究所・ファインセラミックスセンターの 3 研究機
関による研究成果・研究事例の合同発表会を開催しました。
　今回の合同発表会では、基調講演および各研究機関における研究開発事例 6 件を発表しました。

基調講演　『カーボンニュートラル、材料の高度化、そしてリサイクル～これらの課題解決に向けて～』
中部電力株式会社　専務執行役員　技術開発本部長　野田 英智 氏

JFCC の発表（2件）
１）カーボンニュートラルに貢献する焼結シミュレーション技術                    （材料技術研究所　主任技師　野村 浩）
２）過熱水蒸気を利用したアルミナ前駆体の相転移促進

（研究企画部　グループ長　兼　材料技術研究所　主任研究員　和田 匡史）

　67 名の参加者があり、活発な質疑がなされました。また、参加者の皆様には発表会の後、JFCC の施設を見学し
ていただきました。

１）B1 型 TiC の格子欠陥を利用した機械的特性制御（材料技術研究所　上級研究員　井田 駿太郎） 
２）第一原理計算・マテリアルズインフォマティクスによる機能性セラミックス材料研究

（ナノ構造研究所　主幹研究員　森分 博紀）
　約 40 名の参加者があり、活発な質疑がなされました。来年は東京科学大学に於いて開催予定です。

第 23 回 五セラミックス研究機関合同講演会の開催

3 研究機関による合同発表会を開催

JFCC　講演風景野田専務執行役員
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愛知県立愛知総合工科高等学校　電子情報科２年生 校外学習で JFCC を訪問

第 35 回材料計算セミナーの開催

第 36 回材料計算セミナーの開催

　10 月 10 日（金） に愛知県立愛知総合工科高等学校電子情報科 2 年生 38 名、
教員 3 名が校外学習として JFCC を訪問されました。
　セラミックス、ファインセラミックスに関する説明のあと、JFCC に就職
した卒業生からの講話を聴講し、透過電子顕微鏡やシミュレーション環境な
どの研究設備を見学されました。

　2025 年 11 月 12 日（水）～ 14 日（金）の 3 日間にわたり、JFCC が協
賛する「第 10 回 高機能セラミックス展 -CERAMIC JAPAN-」が幕張メッセ
で開催されました。
　JFCC の最新研究成果や企業様に広く活用いただける最新試験評価技術を
紹介するためのポスターを出展し、多くの方々にご来場、ご相談をいただき
ました。

　10 月 23 日（木）に JFCC にて第 35 回計算セミナーを開催しました。
　今回は名古屋工業大学 中山将伸教授をお招きし最新の電池材料研究への
機械学習応用事例と、機械学習力場の活用法に関する講演が行われました。
また全国各地から 30 名以上の方々が参加され、ディスカッションタイムに
は多くの質疑応答を頂きました。

　11 月 14 日 ( 金 ) に JFCC にて第 36 回計算セミナーを開催しました。
　今回はJFCCの客員研究員でもあり九州大学の藤井進准教授をお招きして、
最新の第一原理計算とその応用を主テーマに「ハイスループット欠陥化学計
算による新規プロトン伝導性酸化物の探索」と、「機械学習ポテンシャルを
用いた点欠陥および粒界近傍のフォノン熱伝導解析」について講演頂きまし
た。
　当セミナーには計算材料系研究者だけでなく実験系研究者の方々もご参加
下さり、多くの質疑応答が飛び交う有意義なセミナーになりました。

トピックス

第 10 回 CERAMIC JAPAN の協賛・出展

事業報告
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プレスリリース

マテリアルズインフォマティクスにより巨大誘電率材料の合成に成功
～ 積層セラミックスコンデンサの新材料開発に道 ～

概要
　現在、スマートフォンやパソコンなど多くの電子機器に積層セラミックスコンデンサ（MLCC）＊１が用いられている。この MLCC の誘
電体材料にはペロブスカイト型結晶構造を有するチタン酸バリウム（BaTiO3）＊２が用いられている。この BaTiO3 は室温付近で 4000
程度の巨大な誘電率を有しており、この巨大な誘電率を活用し MLCC の小型大容量を実現している。BaTiO3 は発見からすでに 80 年
が経過しており、これまで多くの材料探索実験の努力にも関わらず、この BaTiO3 を凌駕する巨大誘電率材料は見出されていなかった。
著者らは、材料探索が通常の合成プロセスを用いた網羅的な材料合成実験によるものであったため、通常の合成プロセスでは合成で
きない、準安定な材料＊３などは探索できなかったことも原因の一つであると考えていた。そこで本研究では、JFCC、芝浦工業大学と
の共同研究により、従来の実験主体の材料探索では合成できない準安定な材料を含めた広大な材料空間をくまなく探索するために、
図１に示すような巨大誘電率材料探索スキームを考案した。第一原理計算＊４に基づくフォノン計算を活用してマテリアルズインフォマ
ティクス＊５による巨大誘電率材料の探索を実施し、複数の候補を導出に成功した。これらの候補材料について非平衡合成プロセス＊６

を用いた合成検討を行い、非平衡合成プロセスの一種である高圧合成＊７により準安定なペロブスカイト型 RbNbO3 の合成に成功した。
合成した単結晶の品質はまだ充分ではないものの室温にて 1000 ～ 800 程度の巨大誘電率を確認した。この結果は第一原理計算に
基づくフォノン計算を活用したマテリアルズインフォマティクスによる巨大誘電率材料の探索の有効性を示しており、BaTiO3 を凌駕す
る巨大誘電率材料開発の可能性が示唆される結果である。

図１ 本研究における巨大誘電率材料探索スキーム
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　本研究は、防衛装備庁安全保障技術研究推進制度 JPJ004596 の支援を受けて実施されました。

論文情報
　本成果は 2025 年 9 月 29 日に国際科学雑誌「Advanced Intelligent Discovery」（Wiley 社）オンライン版に掲載されました。
タイトル：Discovery of Novel Materials with Giant Dielectric Constants via First-Principles Phonon Calculations and Machine Learning
著者：Hiroki Moriwake, Kazuki Shitara, Rie Yokoi, Takeharu Kato, Isao Tanaka, Ayako, Yamamoto, Kimitoshi Murase, Yosuke Hamasaiki, Yoshitaka Ehara, 
　　　Mitsuru Itoh
掲載誌：Advanced Intelligent Discovery
DOI：10.1002/aidi.202500141

　結晶構造データベースから第一原理計算により計算データベースを作成し機械学習などを活用したマテリアルズインフォマティクスにより、
巨大誘電率候補材料を導出。導出した候補材料を非平衡プロセス等を活用して、巨大誘電率候補材料を合成・開発する。

用語説明
＊１　積層セラミックスコンデンサ（MLCC）
　誘電体と内部電極を交互に積層して構成される小型のチップ型コンデンサ。電子機器の回路中で電気の安定化・ノイズ除去・電荷蓄積などに広く使われており、スマートフォン、車載機器、家電、
産業用機器、医療機器など、あらゆる電子製品に不可欠な部品。全世界で約 100 〜 150 億ドルの大きな市場規模がある。ペロブスカイト型 BaTiO3 が誘電体材料として主に用いられている。
＊２　チタン酸バリウム（BaTiO3）
　チタン酸バリウム（BaTiO3）はペロブスカイト型結晶構造を有するペロブスカイト型構造（ABO ₃型）を持つ代表的な強誘電体・高誘電率材料。1940 年代に初めて強誘電性が発見されて以来、
MLCC（多層セラミックコンデンサ）やピエゾ素子、アクチュエーター、光学デバイスなど幅広い分野で利用されている。
＊３　準安定な材料
　準安定材料とは、熱力学的に最も安定な状態ではないが、外部からの強い刺激（温度、圧力、照射など）がない限り、長時間にわたって崩壊せずに存在しうる材料状態を指します。このよう
な材料は、高機能性（強誘電性、超伝導性、高圧特性など）を持つことが多く、革新的な材料開発において非常に重要な対象となる。
＊４　第一原理計算
　第一原理計算とは、実験データや経験パラメータに依存せず、量子力学の基本原理（first principles）だけに基づいて物質の性質を予測・解析する手法の総称。特に、電子構造、格子構造、フォ
ノン、磁性、バンド構造などの物理特性を高精度に導出できるため、材料科学・固体物理・化学・ナノテクノロジーなどの分野で広く利用されている。
＊５　マテリアルズインフォマティクス
　材料科学と情報科学（AI・機械学習・統計解析など）を融合し、材料開発を加速・高度化するための新しい研究手法・設計思想。従来の材料開発が「経験と試行錯誤」に依存していたのに対
し、マテリアルズインフォマティクスでは実験データや第一原理計算データなどのビッグデータを活用し、効率的かつ網羅的に有望な材料候補を探索する。
＊６　非平衡合成プロセス
　非平衡合成プロセスとは、熱力学的な平衡条件（最低エネルギー構造）では得られない物質や相を、急冷、外場（圧力、電場、プラズマなど）、高エネルギー状態などを利用して合成するプ
ロセスを指す。平衡状態では存在し得ない構造や物性を人工的に実現する手段であり、準安定相や新規機能性材料を得る上で極めて重要な技術。
＊７　高圧合成
　高圧合成は、通常の大気圧や低圧では得られない材料構造・化学相を、GPa（ギガパスカル）オーダーの高圧力環境下で合成する手法。地球深部のような極限環境を人工的に再現することで、
準安定相・高密度相・新規物性材料の合成が可能となる。
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　2025 年 9 月 7 日～ 12 日まで、76th Annual Meeting 
of the International Society of Electrochemistry (76th 
ISE) に参加してきました。ISE は国際電気化学会が主
催する電気化学に関連した大規模な国際会議となりま
す。電気化学と言ってもその研究対象は多岐にわたり、
蓄電池や燃料電池、触媒材料、バイオ材料などの多く
の分野の研究者や学生、企業が毎年参加しています。
今回は、全体の参加者数が約 2,300 人となり、ドイツ・
マインツの Rheingoldhalle という会場で開催されまし
た。
　今回はスワンナプーム空港（タイ・バンコク）経由
での渡航となり、片道 20 時間以上という大変な長旅
となりました。加えて、JFCC からの参加者は私のみ
となり、心細さを抱えながらも、無事に現地まで辿り
着くことができました。マインツでの滞在は初めてと
なりますが、ライン川やマインツ大聖堂などを中心と
して歴史と近代文化を強く感じる都市でした。9 月頃
の気温は 20℃前後となり、肌寒くも過ごしやすい気
候でした。学会会場もライン川沿いに位置しており、
河辺の風景を楽しみながらの移動となりました。ドイ
ツと言ったらソーセージということで、夕食に立ち
寄ったレストランではソーセージとサラダ、飲み物で
約 25 ユーロ（約 4,000 円）と円安の影響を強く感じ
ました。
　76th ISE の 主 旨 は「Electrochemistry: From Basic 
Insights to Sustainable Technologies」 と な り、 基
礎研究から応用研究・産業研究など幅広い講演が設
けられています。私は全固体電池がメインとなる、

「Lithium-ion batteries: From liquid to solid state」

のセッションで発表させていただきました。発表は、
モデルセルとして、積層型酸化物固体電池を走査電子
顕微鏡・ラマン分光法・走査透過電子顕微鏡を組み合
わせて劣化解析を行ったという内容になります。発表
会場は 100 人規模の広さとなり、発表後は固体電解質
の分解反応機構に関する質問が挙がりました。ほかの
講演としては、全体的にナトリウムイオン電池に関す
る研究が非常に多く、電極反応のその場観測や大型電
池（ラミネートセル）の電気化学特性など、基礎から
応用まで幅広く行われていました。現在の電池業界で
はナトリウムイオン電池がトレンドの一つとなってお
り、国際的にもこの色合いが強い印象を受けました。
興味深かった講演の一つに、全自動で電池作製・電池
評価を行う試みがありました。このグループでは、ロ
ボットアームや測定機器を AI 制御することで、高速
での材料・電池のスクリーニング（ハイスループット）
による新規電池の創製を目指しているとのことでし
た。
　会期中は日本の同世代の研究者や若手の有名な先生
方とも話す機会があり、大変な刺激になりました。私
の恩師とも再会することができ、ドイツの雰囲気に当
てられながら和やかな食事を楽しむことができまし
た。今回の出張を通じて、世界的な研究トレンドを知
ることや語学力の大切さを改めて痛感することができ
ました。今後も毎年 1 件以上の国際会議での発表を目
標に精進して参りたいと思います。末筆となりますが、
様々な議論をさせていただいたグループの皆様や出張
のご支援いただいた事務局をはじめとした皆様方に心
より感謝申し上げます。

エアポケット

国際会議 76th ISE 出張報告 ～ドイツ・マインツ～
ナノ構造研究所 電子顕微鏡計測インフォマティクスグループ　平岡 紘次

学会会場ライン川の風景
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の動きJFCC

2025 年 9 月 30 日付
　嘱託退職
　　研究企画部　企画グループ　参事　						      大石　裕信

2025 年 10 月 1 日付
　出向受入
　　ナノ構造研究所　電子顕微鏡計測インフォマティクスグループ　研究員　		  豊嶋　健瑠（古河電気工業株式会社）

2025 年 10 月 31 日付
　退職（定年）
　　材料技術研究所　材料評価・試作グループ　上級研究員　			   永納　保男
 
2025 年 11 月 1 日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　材料評価・試作グループ　特任上級研究員　			   永納　保男

人の動き

○公益財団法人風戸研究奨励会
　国際会議発表渡航助成
　受賞日　　2025 年 7 月 9 日
　受賞者　　平岡　紘次
　受賞題目　Degradation analysis in multiple-layered 
　　　　　　all-solid-state batteries

○公益社団法人日本セラミックス協会
　学術写真賞　優秀賞
　受賞日　　2025 年 7 月 16 日
　受賞者　　仲山　啓
　　　　　　小林　俊介
　　　　　　桑原　彰秀
　　　　　　石川　亮（東京大学）
　　　　　　幾原　雄一（JFCC 客員主管研究員／東京大学）
　受賞題目　不可逆的に Li 脱離した LiCoO2 の劣化機構解析

○公益財団法人村田学術振興・教育財団
　第 41 回（2025 年度）研究助成
　受賞日　　2025 年 7 月 18 日
　受賞者　　穴田　智史
　受賞題目　高速 TEM 解析システムの開発と
　　　　　　エレクトロニクス材料解析への応用

○一般社団法人化学情報協会
　JAICI 賞
　受賞日　　2025 年 7 月 30 日
　受賞者　　町田　慎悟
　受賞題目　日本セラミックス協会 進歩賞（カオリナイトの
　　　　　　層構造を利用した固相反応）の受賞による

○日本無機リン化学会
　第 22 回 若手優秀研究発表賞
　受賞日　　2025 年 9 月 11 日
　受賞者　　町田　慎悟
　受賞題目　リン酸トリメチルの犠牲表面修飾が誘発する
　　　　　　メソポーラスγ - アルミナの相安定性

○公益社団法人 日本セラミックス協会 
　第 38 回秋季シンポジウム
　 「秩序の中の乱れ，無秩序に潜む秩序」の材料科学
　セッション最優秀講演賞
　受賞日　　2025 年 9 月 18 日
　受賞者　　町田　慎悟
　受賞題目　ガラスビーズ間隙に存在する
　　　　　　ガラスミルドファイバの配向制御

表　彰
○公益財団法人大幸財団
　学術研究助成
　受賞日　　2025 年 9 月 25 日
　受賞者　　野村　優貴
　受賞題目　透過電子顕微鏡を用いた黒鉛への Li 挿入／
　　　　　　脱離挙動の解析

○ The American Ceramic Society
　Fellow of The Society
　受賞日　　2025 年 9 月 29 日
　受賞者　　幾原　裕美
　受賞題目　In Recognition Of Notable Contributions 
　　　　　　To The Ceramic Arts And Sciences

○公益社団法人日本セラミックス協会
　セラミックス貢献賞（技術・研究部門）
　受賞日　　2025 年 10 月 10 日
　受賞者　　橋本　雅美
　受賞題目　セラミックスの産業及び科学・
　　　　　　技術の進歩に貢献

○ Engineering Conferences International（ECI）
　Outstanding Service Award
　受賞日　　2025 年 10 月 30 日
　受賞者　　北岡　諭
　受賞題目　ECI の主催する国際会議（Ceramic Matrix
　　　　　　Composites III）の運営に対する貢献

○ Engineering Conferences International（ECI）
　Best Technical Poster
　受賞日　　2025 年 10 月 30 日
　受賞者　　田中　誠
　受賞題目　Advanced multicomponent R2TiO5-based
　　　　　　TBCs for enhanced thermal protection 
　　　　　　in jet engine

○公益社団法人電気化学会電池技術委員会
　電池技術委員会賞
　受賞日　　2025 年 11 月 19 日
　受賞者　　野村　優貴
　受賞題目　オペランド透過電子顕微鏡法を用いた
　　　　　　LTO 負極内部の Li イオン拡散の可視化
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ナノ構造研究所　電子顕微鏡計測インフォマティクスグループ
豊嶋　健瑠
　2025 年 10 月 1 日付けで古河電気工業株式会社より出向して参りました豊嶋健瑠と申します。所属は
ナノ構造研究所電子顕微鏡計測インフォマティクスグループになります。大学の研究室では、水酸化カリ
ウムを用いた銅酸化物高温超伝導体の作製に関する研究を行っておりました。主に私は、中間層である
LaNiO3 を成膜し、XRD を用いた結晶構造評価、直流 4 端子法を用いた電気特性評価、SEM を用いた
表面観察を行っておりました。2023 年に入社後は FIB-SEM や TEM を用い、InP や GaAs といった化合
物半導体の観察や、大学時代の経験を活かして銅酸化物高温超伝導線材の XRD 測定を行ってまいりま
した。
　出身は兵庫県の淡路島で趣味は野球観戦・e スポーツ観戦・ツーリングです。愛知に来てからは外食
巡りにもはまっています。
　JFCC では TEM の研究者・技術者として成長するために、様々な装置に触れ、多様な技術を習得し、
深い知見を得られるように一生懸命頑張ります。

職員紹介

の動きJFCC

　自動車産業界における産業振興功績が称えられ、JFCC の理事長
（前アイシン社長）である伊勢清貴氏に、藍綬褒章が授与されました。

　2025 年 6 月 5 日、最先端電子顕微鏡法の開発とセラミックス粒界工学へ
の貢献が称えられ、JFCC の客員主管研究員である幾原雄一氏（東京大学　
特別教授）に日本セラミックス協会より日本セラミックス大賞が授与されま
した。

藍綬褒章受章
理事長　伊勢　清貴　氏

第 9 回日本セラミックス大賞受賞
客員主管研究員　幾原　雄一　氏

　ファインセラミックスセンター専務理事 材料技術研究所長 兼 ナノ構造研究所長の髙田
雅介儀、12 月 2 日に逝去いたしました。享年 77 歳でした。
　髙田氏は、長岡技術科学大学教授、同大学理事・副学長などを歴任、学界・産業界に
多大な功績を残されました。
　ここに生前のご厚誼を深謝し謹んでご通知申しあげます。

ファインセラミックスセンター略歴
　2012 年 4 月～2012 年 5 月　理事　材料技術研究所長 兼 ナノ構造研究所長
　2012 年 6 月～2025 年 12 月　専務理事　材料技術研究所長 兼 ナノ構造研究所長

訃報


